
 学校だより  

                つよく あかるく すなおに 

学校教育目標 

学ぶことを楽しみ、次の学びに意欲がもてる子どもを育てる 
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新年度を迎えて 

学校長 青山 眞二 

函館は、道内でもいち早く「積雪ゼロ」を宣言し、春本番を迎えようとし 

ています。私たち道民にとって、寒い冬が終わることへの期待感は特別な 

ものがありますよね。そのせいか、私の最近の挨拶は、「暖かくなりました 

ね～」と言うことが多くなりました。この「暖かくなりましたね～」というフレ 

ーズは心なしか明るい雰囲気をまとっているようで、挨拶した相手からの 

返答も軽やかに感じるような気がします。この爽やかなやり取りが一年中 

続くといいなあと思う今日この頃です。 

さて、本校では今年度も様々な教育活動にチャレンジしていきたいと考 

えておりますが、チャレンジしていくには、児童生徒との信頼関係は勿論の 

こと、保護者の皆様との信頼関係も大切となります。この信頼関係という 

のは、なかなか曲者で、信頼関係ができていたと思っていても、一瞬にして崩れ落ちることもあれば、

何気ない立ち話から、相手との距離があっという間に縮まることさえあります。やはり、信頼関係の形

成には「相手への理解」と「自分を理解してもらう」ための努力が必須であるように思います。平たく

言えば、いかに相手とコミュニケーションを深めていくかということです。例えば、私が子どもとの関係

を築こうとするときは、「笑顔」というノンバーバルなコミュニケーション手段を用いて、私が怖い存在

ではないこと、むしろ居心地の良い存在であることを伝えるよう心がけています。しかし、それでも私

の笑顔ビームが届かず、警戒を解いてくれない子もいます。そんな場合は、根気強く、様々な機会をと

らえて何度も何度も笑顔ビームを発信し、少しずつその子との距離を詰めていくようにしています。こ

のことは、子どもとの関係だけではなく、大人との関係作りにも言えることです。大人の場合は、原始

的な笑顔だけでは、なかなか信頼関係を形成することはできませんが、自分のことを分かってもらう

ために、具体的な情報を「ことば」というコミュニケーション手段を用いて互いの理解を深めていく必

要があります。これは単に、自分のことを一生懸命説明すればよいということではありません。一生懸

命になればなるほど、相手との溝が深まることさえあります。つまり、一方的に説明すればよいという

ものではなく、自分が発した情報がどのように伝わっているかを確かめながら、コミュニケーションを

とることが求められます。他者と信頼関係を形成することは、一朝一夕にできるものではありません

が、日々の関わりの中で、互いに理解しあう努力を少しずつ積み重ねてこそ、はじめて浅い信頼から

深い信頼へと進化していくものと考えています。 

本校では、今年度最初の職員会議で、同僚は勿論のこと、児童生徒や保護者の皆様、そして地域

の方々とのコミュニケーションを深めながら、より良い教育の実現を目指していくことを職員全員が

確認しております。保護者の皆様におかれましても、本校の教育方針をご理解頂き、職員とのコミュニ

ケーションを積極的に深めていただければ幸いです。本年度もよろしくお願いいたします。 
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○小 学 部   主事 金木 彩子 

学級 
1組 

（１・２年） 

2組 

（３・４年） 

3組 

（５・６年） 

 

日下部 佳奈子 

小島 洋平 

 

伊藤 美乃 

能登 祐聡 

 

小野 真理 

佐藤 実華子 

藤岡 宏明 

学部所属 菊地 來 

 

○中 学 部    主事 西村 祐紀 

学級 1年 2年 3年 

 
伊藤  光 

松居 苑子 

澤口 厚平 

長谷川 ひかる 

飯田 悠太 

村上 望 

学部所属 岩田 満 

 

○高 等 部    主事 若山 大輔 

 

 

 

 

 

学級 1年 2年 3年 

 
佐久間 章 

辻  洋子 

櫻井 優歩 

長瀬 裕明 

岩崎 渉 

高木 果奈 

学部所属 笠井 純   渡邊 俊郎 

校 長（併） 青山 眞二 

副 校 長  宮下 知子 

小学部主事  金木 彩子 

中学部主事  西村 祐紀 

高等部主事  若山 大輔 

養護教諭       塩村 文子         

事務職員       小椋 久美恵 

事務補佐員  金澤 しのぶ 

事務補佐員  富山 かがり 

用 務 員  狩野 忠明 

用 務 員  柳澤 裕二 

校務補佐員  田村 伊弦 

校務補佐員  木口 宏治 

非常勤講師   

（小学部）  青柳 若奈 

石橋 知子 

       三瓶 夏希 

（中学部）  中村 梢 

保坂 みさき 

松倉 恵 

（高等部）  金丸 紀子 

野田 望咲 

畑中 佳子 

       山本 やす代 

（育休）   齊藤 留美 

学級担任等をお知らせします 
 

 七飯養護学校から着任しました藤岡と申し

ます。小学部をはじめ全校の児童生徒のみな

さんと楽しみながら様々な学習を共にできれ

ばと思います。よろしくお願いします。 

    藤岡 宏明（小学部所属） 

 

 ４月から用務員として勤務させてただきま

す。児童生徒の皆さんのよりよい環境づくりに

努めていきたいとおもいます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

柳澤 裕二（用務員） 

 

 旭川から異動してまいりました。 

特別支援学校での勤務は初めてですが、児

童生徒の皆さんが楽しく学校生活を送れるよ

う、お手伝いさせていただきます。よろしく

お願いします。小椋 久美恵（事務職員） 

 

 空知管内にある美唄養護学校から着任しま

した。生徒たちと熱く楽しく学校生活を送っ

ていきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

佐久間 章（高等部所属） 

 ４月から新しく着任しました。子どもたち

の成長はもちろん、「学校楽しい！」と思える

ような支援ができればと思います。よろしく

お願いします。 

         菊地 來（小学部所属） 

 

 

 

渡邊 俊郎（小学部所属） 

新しい職員を紹介します

 

 檜山管内の江差町立江差中学校から着任し

ました。生徒たちとともに「楽しく一生懸

命」、充実した学校生活を送っていきたいと思

っています。よろしくお願いします。 

岩崎 渉（高等部所属） 

 ４月から校務補佐員として勤務させていた

だきます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

木口 宏治（校務補佐員） 

 


